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    The “Committee for JAEA Internationalization Initiative” was established in 2010 
with the view to discuss the policy and improvement plans for JAEA’s achievement of an 
international center of excellence (ICOE), which include improving the environment to 
accept foreign researchers, etc.  The existing issues to be solved in the effort for ICOE 
and recommendations for the solutions, which were discussed in the committee, and 
challenges in developing human resources with a global mindset were written in the 
report summarizing the activities conducted in the following two years. 
    This report was compiled focusing on the efforts in respective sites made during a 
period of two years from 2013 to 2014 by the local teams that were set up in accordance 
with the situation of the R&D centers hosting a number of foreign researchers, etc. based 
on the above-mentioned recommendations.    
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1.  はじめに 

 
国立研究開発法人日本原子力研究開発機構（以下「機構」という。）は、外国人研究者等

の受入環境整備を含め、国際拠点化の方向性や改善策を検討するため、理事長の諮問機関と

して、国際担当理事を委員長とし、外国人研究者等を受入れている研究開発部門及び研究開

発拠点の代表者を委員とする「国際拠点化推進委員会（Committee for JAEA 
Internationalization Initiative）〔以下「委員会」という。〕」を 2010 年度に設置した（22
（達）第 19 号）。 

その後、2011 年 3 月 11 日に東北地方で起きた東北地方太平洋沖地震による地震動と津

波の影響により発生した東京電力福島第一原子力発電所事故に対して、我が国唯一の総合

的原子力研究開発機関である機構は、事故の早急な復旧に役立つ研究成果の創出のため福

島研究開発部門を設置した。今後世界中の研究成果・技術を取り入れるため、国際協力や外

国人研究者等の受入れの増加が考えられる。 
委員会では、国際拠点化の方向性及び拠点化に向けた課題の抽出や提言を行ってきてお

り、具体的な課題設定がなされた受入環境整備を中心に取組を行い、これを 2012 年 12 月

に、活動報告書 3) 4)として取りまとめた。 
第 2 期中期計画が 2014 年度に終了することから、2012 年の活動報告書以降、2013 年か

ら 2014 年の 2 年間における、外国人研究者の受入れ環境整備等の取組み結果を取りまとめ

たのが本報告書である。 
2016 年度には、外国人研究者等の受入れが多い、核融合研究、量子ビーム研究の一部が、

国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構に移管される予定であるが、他の研究開発部

門においても外国人研究者等の受入れが続く限り、今後も国際拠点化推進として外国人研

究者等の受入れ環境の整備を継続していく必要がある。 
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2.  委員会における活動の経緯 

 
委員会は、2010 年度から原則年 2 回開催してきており、国際拠点化をより積極的かつ効

率的に進めるため以下の観点で議論を展開し、活動を進めてきた。 
〇 世界最先端の研究や施設は海外からの研究者を引き付ける力を持つが、その研究

成果や施設のより一層の向上のためには、国際的な交流が不可欠である。 
〇 このため、機構及び拠点等が海外との交流を活発に行う国際的な環境になってい

るか、組織、運営体制、施設・設備などを検証する。 
〇 これを基に、活動計画を作成し、本計画を機構内で共有するとともに、さらには地

域自治体との共有を図る。 
  
活動計画の作成は以下のとおり進めた。 
〇 機構内又は海外の研究所等にて行われている良好事例を抽出するため海外調査 1)2)

等を実施し、外国人研究者等を受入れている拠点等において国際拠点化に取り組

む上での参考として周知する。 
〇 拠点等が直面している課題を調査する。 
〇 委員会から拠点等に向け、課題解決に向けた提言を行うとともに、良好事例の中か

ら実施が可能なものについては積極的な取組を促す。 
 
 委員会において抽出した事例は、国際拠点化に関わる良好事例、課題、提案について分類

し、対応している組織とともに整理した 3) 4)。課題の調査からは、緊急時の安全確保、交通

の便に関する環境改善が必要であるという問題、外国人研究者等の受入体制などが不十分

であるという問題、及び、文書類等の英語化が不十分であるという問題が明らかとなった。

委員会では、抽出した解決すべき課題に優先順位を付け、実施可能なものから改善を開始し

た。また、委員会では、課題の解決に向けた施策を具体的に実施していく組織として、各拠

点等の特色も踏まえたローカルチームを設置することを提言した。 
 

3.  国際拠点化に向けた現状の課題とその解決策への提言 

 
 前回の活動報告書では、主に国際拠点化に向けた以下の提言を行った。 
 
〇 多様化する外国人研究者等に対してきめ細かな支援を行えるようにするため、研

究開発拠点の状況に合わせたローカルチームの設置 
〇 東日本大震災における経験も踏まえ、外国人研究者等の安全を確保するための緊

急時における外国人研究者等への迅速な情報発信、緊急時に備えた安否確認や生

活支援の体制及び物品の整備 
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〇 外国人研究者等にとって業務上必要となる機構内文書やシステムの利用頻度や重

要度を踏まえて英語化 
   
これらの提言に対するそれぞれの取組、活動成果、今後の国際拠点化推進等について次に報

告する。 
 

4.  課題への取組 

 

4.1  ローカルチームの設置について 

 
原子力科学研究所（原科研）、大洗研究開発センター（大洗研）、高崎量子応用研究所（高

崎研）、関西光科学研究所（関西研）、青森研究開発センター（青森研）及び J-PARCiセンタ

ーでは、多くの外国人研究者等が滞在しており、これら外国人研究者等の日本での生活を支

援するため、それぞれの研究開発拠点にローカルチームを設置した。以下に各ローカルチー

ムの活動状況を記載する。 
 

4.1.1  原科研ローカルチームの活動 

 
2012 年 5 月に管理部次長を含むローカルチーム員 2 名、事務局 3 名のローカルチームを

設置し、初めに緊急時の構内放送の現状について検討を開始した。また、訓練時の周知放送

については英語放送を行った。 
2012 年後期からは、国際化に向けた活動が一過性のものとならないよう、また自主的な

活動を推進するため、若手の事務職を中心に外国人研究者等を含むローカルチーム員 4 名、

事務局 5 名に増員し、以下の活動を行った。 
〇 非常事態総合訓練での緊急事態発生の英語放送 
〇 緊急時構内放送の定型文の英語化の検討 
〇 その他定時退勤放送の英語化及び火災設備点検放送の英語化の検討 
〇 宿舎情報の英語化 

東海研究開発センター（2014 年 4 月に東海管理センターへ改組）の宿舎に係る案

内の英語化を行い、原科研イントラネットに掲載した。 
〇 国際拠点化が進んでいる他機関へのヒアリング 

・ 2013 年 6 月 12 日に国立研究開発法人理化学研究所和光地区を訪問（国際部員

（2014 年 4 月に国際室へ改組）/原科研ローカルチーム員）：野依理事長のイニ

シアチブで外国人研究者等比率を 10 年で 10％から 17％にした。外国人研究者

等受入環境整備のため外国人スタッフを雇用し必要な情報のネイティブチェッ

                                                   
i 大強度陽子加速器施設 J-PARC: Japan Proton Accelerator Research Complex 

- 3 -

JAEA-Review 2015-025



 
 

ク体制が整っている。外務部に設置されたヘルプデスク・翻訳チームが中心にな

って、入所時オリエンテーション、所内文書の英訳、国際的な情報発信等、ボト

ムアップでの国際化対応を行っているとの情報を得た。 
・ 2013 年 7 月 29 日に文部科学省研究交流センターとその宿泊施設及び国立研究

開発法人科学技術振興機構二の宮ハウスを視察（国際部員/原科研ローカルチー

ム員/労務課員（東海、大洗））：管理を委託されている公益社団法人科学技術国際

交流センター（JISTEC）の支援サービス（住居のメンテナンスと管理、国際交

流の機会の提供、日常生活の支援等）についての情報を得た。 
〇 機構規程類等の英語化翻訳のニーズ調査 

2014 年、規程等の英語化について調査したところ、特に新たなニーズはなかった。 
〇 各部外国人研究者等受入マニュアル等の統一化の検討 

外国人研究者等受入時及び管理区域作業の教育マニュアル等各部で保有している

英語資料を確認し、利用できる資料については、原科研内への展開を検討した。具

体的には、人材育成センターが保有していたオリエンテーション用の資料

「General Information」、総務課所有の原科研の概況資料、原科研の出入管理及び

核セキュリティ文化醸成に係る教育資料、J-PARC センターメーリングリストの案

内、日本語教室の案内、交通ルール等を外国人研究者等受入れの際に各部署が共通      

して使用できる資料としてまとめた。 
〇 外部講師による英語実務教育の実施 

・ 人事部予算を活用し、職員を対象に、人材タスクフォースと共同で、核燃料サ

イクル研究所（核サ研）も含め実施した。 
・ オリエンテーションとして、2013 年 11 月 21 日に大学共同利用機関法人高エ

ネルギー加速器研究機構の国際アドバイザーを講師として招き、国際コミュニ

ケーションセミナーを開催した。 
・ 2014 年 1 月 22 日～3 月 13 日の期間、90 分/1 レッスンとして、毎週水曜日と

木曜日に計 8 回のレッスンを実施。 
・ 核サ研 8 名、原科研 24 名が参加し、3 クラス（中級 2 クラス、上級 1 クラス）

で実施。 
・ 2014 年度は、昨年度の研修者からの意見（より会話を中心とした内容を期待。

毎回とても勉強になり日々の英語学習も動機付けになる。もっと期間が長くても

よい。科学技術分野での英語についても取り上げてほしい。）を参考に研修を継

続。 
・ 2015 年 1 月 14 日～3 月 18 日の期間、9 名×3 クラス（準中級 1 クラス、中級 2

クラス）で実施。 
〇 原科研ローカルチームメンバーの啓発 

日本語教室、昼休みを活用した英語によるプレゼン及び意見交換を行う J-PARC
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センター主催の KICKOFF セミナー、組織横断的な業務改善活動「語学交流と文

化紹介による国際交流」iiへの参加・協力を行った。 
 

4.1.2  大洗研ローカルチームの活動 

 
 大洗研に来所した外国人研究者等が言葉、文化等の違いを越え、安心して円滑に研究等が

行えるよう具体的な対応を図ることを目的に、大洗研ローカルチームを 2012 年 3 月に設置

した。チーム員は、所内各部及び拠点内の研究開発部門から各 1 名を選出した。所長による

大洗研ローカルチーム員の指名を行い、随時運営会議で活動内容を報告している。 
 活動の開始に当たり、大洗研における「外国人研究者等受入れのための各種活動」の状況

を調査し、今後の対応方針について検討を行った。調査項目及び対応を以下に示す。 
〇 現在の外国人研究者等の受入状況（人数、受入部署等） 
   2012 年度大洗研に駐在する外国人研究者等は 20 名（博士研究員他 4 名、3 週間

の研修：16 名）。2013 年度は 24 名（博士研究員他 4 名、原子力交流制度等 3 か

月 2 名、3 週間の研修 18 名）。 
〇 食堂のメニューの英語化、イスラム教徒への対応等の状況 

メニューや食材（調理方法含）の英語表記やイラスト表示を行った。 
〇 単身又は家族での受入可能性、宿舎数等の宿泊施設の状況 
   宿舎には、国際会館、桜道寮、機構所有の住宅（水戸市）、市内アパート、ホテル

（大洗町、水戸市）などがある。宿舎の環境整備として、宿舎の一部を外国人研

究者等向けに改装した。インターネット環境については、国際会館及び桜道寮は

整備されていた。職場との移動については、国際会館の場合、選択肢が限られて

いるため、買い物や外出が不自由で、実際には受入担当部署が支援している。 
〇 病院の国際化、家族の教育、休日の活動支援等の機構外生活環境の状況 

・ 医療・健康管理：緊急時対応体制を定める必要がある。 
・ 緊急時対応として災害時の安否確認や情報提供、緊急時の避難場所の周知や表

示の整備が必要である。 
・ 家族の教育や通勤手段、休日の対応など：現在は担当部署に任されており、今

後、整備が必要である。 
〇 その他必要事項 

・ 宗教上の問題 
    礼拝：礼拝場所として会議室を準備する必要がある。 

                                                   
ii  機構総務部が事務局となり機構改革の一環として実施された。組織横断的な業務改善活動を展開し更

なる定着を図ることを目的とした業務改善活動のこと（2014 年 10 月募集）。国際室からは、「国際

拠点としての環境整備活動」と、「語学交流と文化紹介による国際交流」が採択された。 
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    断食：断食時期には、現場作業を制限しなければならない。 
    （特にイスラム教徒の場合には、対応マニュアルの準備が必要である。） 

・ 諸手続：空港からの送迎方法などの所内の手続に関するマニュアルを準備中。 
 これらの調査をまとめ、拠点単独で速やかに対処が必要なものと、調査検討を踏まえ対処

するものに分け対応を進めた。 
 

2013 年度、2014 年度には、外国人研究者等からの要望の抽出及び対応策の検討、英語版

ウェブサイトの拡充をするとともに、日本人職員への英会話講座を実施した。 
〇 外国人研究者の受入状況・計画の確認 
〇 外国人研究者等からの要望の抽出及び対応策の検討 

・ 移動手段：機構から自転車の貸与を検討、レンタル店の情報提供 
・ 食事：イスラム教徒に対し、ハラル認証食材店の情報提供 
・ 生活全般：宿舎のインターネット接続状況の改善を検討 
・ 休日：生活機関・相談機関等の紹介及びホテルの宿泊予約のサポート、買物・

観光のサポートと情報提供 
・ その他：関係部署と調整し、構内の案内表示等の英語表記、緊急時の構内放送

の英語化、外国人受入マニュアルの整備を検討 
〇 英語版ウェブサイトの拡充 

・ 大洗研各部署におけるウェブサイトの最新情報の掲載と更新 
・ 英語版ウェブサイトへの福島燃料材料試験部の追加 
・ 総務・共生課による日本語英語併記の最新パンフレットの発行 

〇 英語実務教育の実施：コミュニケーション能力向上のための機会を提供 
・ 目的：外国人研究者等受入時に必要な英語力の向上のため 
・ 対象者：業務上英語能力の向上が必要と判断される一般職員（各部 1、 2 名程

度）受講者 17 名 
・ 実施時間、実施期間：2013 年 10 月 10 日～2014 年 3 月 27 日の半年間、毎週

木曜日、14：00-15：00、15：10-16：10（2 クラス） 
・ 目標：英語による説明、日常生活支援、電話対応ができるようになること（TOEIC

スコア 50 点アップ） 
・ レベルチェックテストの実施：全講座終了後、受講効果の確認のためにレベル

チェックを実施する。 
・ 2014 年度は、外国人講師によるビジネス英会話を初級・中級各 1 クラスずつ開

講。85 分×18 回。 
〇 2013 年度英語実務教育受講者の活用 

・ 海外若手研究者を招いた研修への参加 
・ プレゼンテーションで日本文化等を紹介 
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4.1.3  高崎研ローカルチームの活動 

 
 高崎研においては、アジアを中心とした外国人研究者等の受入れが多いことから、2012
年 11 月の所内会議で、国際拠点化を目指すためのローカルチームの設置を決定した。管理

部長をリーダーとし、各部署から選出されたメンバーの計 6 名で構成された。また、総務課

に英語によるコミュニケーションが可能な国際協力業務専任スタッフ 1 名を配置した。専

任スタッフは、ローカルチーム・ミーティングにも出席しており連帯を図っている。なお、

ここ数年の外国人研究者等長期受入実績は、約 10 名である。 
ミーティングではまず、今後の活動方針、検討課題について議論され、国際拠点化に向け

た課題を抽出し、課題の整理と対応案の検討を行った。各部署から高崎研における国際化の

現状について問題点を提示し、29 課題を整理して、それぞれについて対応案及び実現性を

検討し、対応可能な課題について段階的な取組を行った。 
また、高崎研の外国人研究者等に配布する文書類をリストアップし、随時、英語版を作成

した。現在までに 60 の文書を抽出し、高崎研のイントラネットよりダウンロードができる

ように対応した。引き続き、イントラネットに海外からの研究員向けの帳票類・各種手続書

類を必要に応じてアップデートする予定である。このように、これまで蓄積してきた外国人

研究者等受入れのノウハウの文書化を進めている（例：ハラル、ラマダン等）。 
 外国人研究者等向けの電子メールについても重要な案件については、英語によるタイト

ルを表示させ、注意書きを添付するなど、日本人も利用しやすく、外国人研究者等にも分か

りやすい方法を工夫して実行した。 
 海外からの外国人研究者等訪問者に対しては、情報資料館の展示物に英語のガイダンス

を追加し、英語による解説を円滑に行えるよう英語版パネルを制作した。また、高崎市が配

布するが外国人向けパンフレットを、高崎研内の外国人研究者等に配布した。 
  

2013、2014 年度の活動では、活動計画及び課題について議論し、引き続き予算を勘案の

上、対応可能な課題について段階的に取り組むことを確認した。具体的な活動内容を以下に

示す。 
〇 外国人研究者等の受入等に際し、各種手続に漏れがないよう、必要事項及び役割分担

を記した一覧表を作成した。 
〇 帳票類・各種手続書類の一部（14 種類）について英語版を作成し、イントラネット

に掲載。本帳票類は、高崎研のイントラネットよりダウンロードが可能。 
〇 宿舎のしおり（英語版）の改訂 

寮及び住宅の英語版のしおりに間取りや内装設備の写真を加えた。 
〇 献立表（英語版）の改訂 

構内食堂の英語版の献立表にアレルギー表示を加えた。  
〇 緊急時の情報伝達等、安全に関わる事柄を中心に改善を図った。 
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・ E メール（英文）による情報伝達 
（安全又は生活等に関する情報について、適宜、E メール（英文）等を用いて、

確実な情報伝達を行った。） 
・ 名札の作成 

     （外出先で日本語の話せないことによるトラブルを避けるため、日本人職員の連

絡先（所属長）等を記した名札を作成し、外国人研究者等に携帯してもらうこと

とした。） 
〇 高崎研に勤務する職員等の英語力を養成するため、英語実務教育の実施 

・ 業務上必要なビジネス英会話（電話、来客応対、外国人研究者等との交渉、国

際会議の事務局等）のスキルアップを目的に語学実務教育を 2014 年 4 月以降

に実施した。 
・ 対象者は、業務上英語力を必要する事務系職員（機構が直接雇用する常勤職員、

アルバイト及び臨時用員を含む）を原則とした。 
・ 受講人数・期間は、1 クラス 10 名。1.5 時間×20 回 
・ 目標レベルは、ビジネス英会話の基礎から簡単なディスカッションができるま

でを学べる研究カリキュラムとした。 
〇 その他 

国際協力業務専任スタッフにより、外国人研究者等の生活面等におけるサポート

を適宜行った。 
 
これらの活動は、高崎研所長（委員会委員）に適宜活動を報告するとともに、高崎地区連

絡調整会議においても報告している。 
今後に向けては、引き続き、国際拠点化ローカルチーム活動を高崎研の限られたマンパワ

ーや予算の中で、外国人研究者等が円滑に研究活動を遂行できるような環境を整える。また、

より一層の海外との交流が活発となるような国際拠点化を目指し、TIARAiiiを始めとする世

界最先端の研究施設を有効活用することで、国内も含め海外からの研究者に魅力ある有用

な研究成果を発信していく。 
 
4.1.4  関西研ローカルチームの活動 

 
関西研ローカルチームは関西研の様々な部/課に所属する職員で構成されるボランティア

チームである。ローカルチームは、関西研において国際拠点化の進展を支援することを目的

に、これを促進、観察（記録）、評価し、報告する（進展の経過が容易に観察・報告される

ようシンプルで明確な活動を行う）ことを柔軟に進めていった。また、外国人研究者等の生

活支援を行うことも主な活動の一つである。初代関西研ローカルチームは、2012 年 4 月に、

                                                   
iii イオン照射研究施設 TIARA: Takasaki Ion Accelerators for Advanced Radiation Application 
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4 名のメンバーで立ち上げた。ローカルチーム会議は、毎月又は 1 か月おきに（必要に応じ）

開催し、活動については、広報担当者が米国人の副部門長（国際拠点化推進委員会委員）に

年 2 回報告した。2012 年には、外国人研究者等の帰国前にローカルチームと会話する「Exit 
Interview」という機会を設け改善すべき点、良かった点をヒアリングし、受入れ外国人研

究者等のサポート及び医療に関するサポートに役立てた。2013 年度は 11 名で活動した。

2014 年度は、年度途中に副部門長が帰国されたが、外国人研究者等を含む 9 名で活動をし

た。 
 国際化（交流・海外から研究員が集まる拠点）のためには、世界に誇れる施設があること

と、著名な業績のある研究者がいることなど研究所の魅力を向上することが大切である。そ

うすることで人が集まってくる。このことを念頭において、ローカルチームの活動は、機構

レベルの活動と外国人研究者等ビジターが支援を必要とするときに直接対応する活動に大

別し、2013、2014 年度に以下のように実施した。 
  
〇 機構レベルの活動（機構の国際拠点化に向けた拠点の意識向上のための一般的な取

組：日本人のスキルアップ） 
・ 標識の英語併記：拠点にある標識（宿泊施設も含む。）のうちどれを二か国語表

記にすべきかを調査した。既に、管理棟の居室のドアに英語表記を付ける活動

を始めた。 
・ 英語記録：関西研が主催した国際的イベントの記録をとった。また、セミナー

及びコロキウムに関して、発表やスライドで使用された言語も記録した。（例：

2012 年度開催された 32 件のセミナーとコロキウムのうち全てのスライドは英

語、発表は英語と日本語が半々である。2013 年度は、セミナーは全てのスライ

ドは英語、発表は、2 割が日本語、8 割が英語。コロキウムはスライドも発表も

全て英語であった。） 
・ 構内放送の英語化：重要な構内放送は日本語と英語の二か国語による実施を計

画。セミナー、コロキュウム、研修、ビジター、緊急情報等が含まれ、一部につ

いては実施された。 
・ 外国人研究者等ビジターの研修：外国人研究者等ビジターがどのような研修（安

全とセキュリティ）を受けているか調査した。 
・ 食堂の自動販売機の分かりやすい表示等：外国人研究者等は支払に利用できる

機構の身分証明書を持っていないためこの重要性は高かった（既に改善済み）。 
・ 宿泊施設での英語表記：レストランやカフェを記載した二か国語表記の地図等

を載せた宿泊者ガイド、洗濯機や乾燥機の英語による説明書及び標示、エアコ

ン・暖房器具の英語による説明書、玄関が閉まっているときの出入りについて

の説明書、また、宿泊施設の部屋で利用するインターネットや E メールが英語

でアクセスできるよう対策を図った。    
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〇 外国人研究者等ビジター支援 
必要とされるときに外国人研究者等ビジターに一般的な支援を行った（受入グ

ループのメンバーと協力：受入部署で行われる支援に加えて実施した）。以下に活

動内容を記載する。   
・ 外国人研究者等ビジターに英語で緊急情報及びメディカル情報を伝えた。例え

ば、英語のできるスタッフのいる医療センターのリストの作成。緊急放送及び

応急手当は英語化されていた。 
・ 銀行口座開設支援 
・ 遠出する際のサポート（電車の時刻等） 
・ オンライン研修の調整（安全とセキュリティ） 
・ 重要な地域イベントを伝える（市役所での日本語クラス等） 
・ 日本の電話帳の使い方 
・ 様々な疑問／不安等の相談 
・ 急な病気等への支援 
・ 機構英語版ウェブサイトの紹介（外国人研究者等用ポータルサイトを含む。） 
・ 外国人研究者等の家族がある場合、学校、配偶者の仕事、医療等の支援 
・ 帰国前インタビュー 

 
4.1.5  青森研ローカルチームの活動 

 
 青森研ローカルチームはコーディネーターを中心に総務課メンバーで構成されており、

日欧協定に基づく核融合の BA（ブロード・アプローチ）プロジェクト関係で滞在する外国

人研究者等及びその家族のためコーディネーターを配置し、全面的支援を行った。また、入

国管理上の手続、生活支援等の対応など外国人研究者等からの問合せ等に迅速に対応した。

2012 年度の外国人研究者等は職員、BA 協定に基づく専門家と支援要員合計 8 名であり、

家族を含めると 16 名をローカルチームで支援した。以下に活動内容を記載する。 
〇 入国管理手続の効率化（入国在留資格審査等申請取次者の資格取得：従来の「受入機

関職員」の資格に比べ、弁護士や行政書士の入国管理手続の代行取次ぎができ、遠隔

地の入国管理手続にその都度外国人研究者等を伴うことなく一括で処理することが

可能となった。 
〇 英文ウェルカムブックの入国管理法改正に伴う改定を進め、改定版を配布した。 
〇 政府の熱中症勧告を受け、英語での症状や対処法・注意事項を配布した。 
〇 地域社会との共生として、異文化交流フェア支援、EU 研究者の六ヶ所高校、八戸工

大フォーラムでの講演通訳、村の田植え、稲刈り体験、餅つき大会参加支援、六ヶ所

産業際支援を行い、バーベキュー大会、クリスマスパーティ等を開催した。 
〇 日本語教室(週 2 回程度)、外国人研究者等と日本人を交えた家庭菜園。緊急時の英語
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による村内放送。消防署、警察署との緊急時対応連携を図った。 
 

2013 年度の活動実績として、入国管理手続 18 件、転入転出対応 39 件、救急対応 2 件、

健康診断 8 件、通院支援 3 件、ワクチン接種 2 件、保育園・幼稚園等支援 5 件、日本運転

免許証 9 件、その他 20 件の支援を行った。 
また、BA 協定に基づく専門家以外に核融合研究開発部門に受け入れる外国人研究者等が

増加したことからローカルチームメンバーに核融合研究開発部門も加わり 2014年度は 7名

の体制とした。外国人研究者等職員は、BA 協定に基づく専門家、支援要員を合わせて 15
名であり、家族を含めると 36 名を支援した。入国管理手続き 3 件、転入転出対応 10 件、

救急対応 1 件、健康診断 10 件、通院支援 15 件、教育支援 4 件、その他 20 件の支援を行っ

た。 
地域社会（六ヶ所村及び周辺市町村）における日常生活上の支援については、青森県が派

遣する六ヶ所村常駐の支援者と緊密に連携・協力し実施した。また、職場内での親睦を図る

ため、クリスマスパーティ等を開催した。 
今後、BA 活動も本格化することから、外国人研究者等の増加が見込まれ、支援が不足す

ることが懸念される。また、BA 活動に係る事業チームの外国人研究者等の支援を担当する

者を雇用しているが、対象が BA 活動に限定されるためそれ以外の核融合研究開発部門で

受入れる外国人研究者等への支援内容に差が生じることが考えられる。そのためローカル

チームが主体となって、現場の研究者等とともに生活環境等の支援を検討していく必要が

ある。 
 

4.1.6  J-PARC センターの活動 

 
 21 世紀の現在、世界の科学は欧州・米国・アジア（オセアニア）の 3 極構造の分業体制

になり、日本は世界の科学者からいくつかの分野で世界のリーダーシップと責任を取るこ

とが期待され、特にアジア・オセアニア圏における先端科学センターの構築が求められてき

た。これを実現させるには、刺激のある素晴らしい研究環境を作り出すことが、日本の最大

の課題であり、資金も重要な要素の一つではあるが、同じ方向に興味を持つ世界トップレベ

ルの科学者が共に研究をなすことがより重要であるものと考えられる。このような J-PARC
センターが描く国際化と環境の下、2008 年 12 月の稼働開始以来、多くの外国人研究者等

ユーザーが J-PARC を訪れている。 
外国人研究者等ユーザーの受入支援体制の充実、ユーザー情報の一元化管理体制の整備、

共同利用等による研究成果の把握など、研究者支援の効率的な運営を目指して、ユーザーズ

オフィスが設置された。J-PARC センターでは他の拠点とは異なり、特にローカルチームを

設けてはいないが、ユーザーズオフィスがその役割を果たしている。 
ユーザーズオフィスの窓口は、英語での対応が可能な 11 名の職員等で構成され、ID カー
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ドの発行、事務用品のレンタル、ポータルサイトの設置、ユーザー研究室の貸与、放射線研

修、一般及び施設安全研修、宿泊予約、レンタカー手配、アクセス地図、交通機関の案内等

を行っている。また共用利用プログラムの課題申請、各種申請、実験終了報告書等を行って

いる。さらに、生活支援相談窓口を設置し、外国人研究者等（職員及びユーザー）及び受入

れ担当職員の要請に基づき、ビザ申請、外国人登録、国民健康保険及び金融機関手続、緊急

時支援対応などの支援業務（同行も含む。）を行っている。 
さらに J-PARC センターでは、ユーザーズオフィスと協力して J-PARC 国際化委員会を

設置した。本委員会では、2008 年度まで（第 1 期）として、宿舎の問題や安全教育の問題

等を検討した。2008 年度以降（第 2 期）は、更なる世界拠点を目指す J-PARC センターの

理念の下に、海外への発信、海外組織との連携や協力、人材育成、J-PARC センターの国際

化、情報交流の場の確保、茨城県や東海村との連携について検討した。 
具体的な活動としては、四半期ごとの英語講演会、2 週間ごとのキックオフセミナーの開

催、一般・ユーザー向けの月間 J-PARC ニュースの発信、研究者向け季刊のプロジェクト

ニュースレターの発信、J-PARC センター英語版ウェブサイトやオンライン利用者支援/課
題管理システムの改訂、全ての連絡（文書/アナウンス）の二か国語化を実施した。この他、

予算を措置し「お茶の体験教室」やユーザーのための日本語教室の開催などを東海村国際セ

ンターの協力を得て実施した。 
 

4.1.7  国際拠点としての環境整備ワークショップの開催 

 
機構改革の一環である「組織横断的な業務改善活動」として、国際室主催の「国際拠点と

しての環境整備ワークショップ」が 2014 年 12 月 18 日、19 日に関西研（木津）で開催さ

れた。参加者は、各拠点のそれぞれの特色に応じて国際拠点化のための活動を実施している

ローカルチーム構成員の一部（青森研 2 名、原科研 2 名、J-PARC センター 1 名、高崎研

2 名、関西研(木津)8 名、大洗研（TV 会議参加）2 名）及び、国際室 4 名の合計 21 名であ

る。 
 初日は、国際室から「国際拠点としての取組」、各拠点（6 か所）から「国際化推進の環

境整備現状」の報告が行われ、それぞれの拠点での課題や対応策、特に緊急時対応の方法

等々、有意義な意見交換を行った。また夜には奈良市内で有志による懇親会も行われ、各拠

点の課題や国際化に必要な具体策等を face to face で意見交換し、拠点間の親睦を深めた。 
 二日目は、関西研（木津）の施設見学と、近隣の「けいはんな学研都市」に立地し、NTT
や KDDI 等が出資する株式会社 国際電気通信基礎技術研究所（略称：ATR (Advanced 
Telecommunications Research Institute International)）を視察した。 
 今回、受入れ事務局となった木津ローカルチームは、自由に討論できる雰囲気作りを他拠

点に伝えるために、会議室後方にリフレッシュメントコーナーを設け、その傍らには、英文

のパンフレット、観光案内等が置かれていた。国際会議などでの配慮にも通じ、こういった
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気遣いが国際拠点としての環境整備にも大切と感じた。 
関西研（木津）の施設見学においては、実験棟、ITBL（Information Technology Based 

Laboratory）棟、交流棟（特にゲストルームや談話室、キッチン等）各所での日本語･英語

の併用表記や外国人研究者等に理解できる英語での研究成果･装置の紹介がなされていた。

また国際化とは別の観点ではあるが、木材を多用した建物や、関西研玄関を入って正面の日

本庭園風の敷地、研究棟中庭の灯籠・庭木･竹などの造りは、外国人研究者等にも興味深い

であろうとの感想を多くのメンバーが口にしていた。 
 これまで委員会において、各地区ローカルチームメンバーも TV 会議で出席しているが、

やはり現場を確認し、face to face で議論することは大切だと再認識した。 
また、ATR経営統括部海外研究員支援チームによる、「ATRの外国人研究者等受入れにつ

いて」の説明の後、意見交換を 1 時間程度行った。約 170 名の研究員の 2 割程度が外国籍

研究者であり、毎年 20 名以上の新規外国籍研究者を受け入れているATRの対応はとても参

考になった。 
 
4.2  安全に係る情報発信等について 

 
4.2.1  緊急時の英語における情報発信 

 
東日本大震災発生時、原科研では、英語による緊急放送システムが構築されておらず、研

究所内に滞在した外国人研究者等は、その状況が把握できず不安に陥っていたとの意見が

寄せられた。このことからも、緊急時に迅速に情報を伝えることは、国際拠点化を進める上

で最も重要な課題の一つであった。 
当時、一部の拠点では、平時に英語による校内放送を実施していたが、ほとんどの拠点で

は実施していない状況であった。緊急時の訓練放送においては、最初のみ英語で放送され、

最後どのように終結されたかの放送がなく、外国人研究者等に対するアンケート調査から

も、訓練時及び事故時に適切な英語放送を望む声が高かった。 
委員会では、特に受入れた外国人研究者等に対する被災時の対応を検討した。2013 年第

2 回委員会において、国際室が非常時の情報発信について定型文を作成し、全拠点に配布し

てはどうかとの意見が出された。 
これを受け、国際室は、安全・核セキュリティ統括部に英語による緊急時放送の実態調査

を依頼した。その結果、青森研と原科研において、訓練の開始の情報のみ英語放送がされて

いたが、その他の拠点では英語放送が実施されていないことが分かった。そこで、安全・核

セキュリティ統括部と原科研保安管理部危機管理課の協力の下に英語による緊急時の放送

文を作成し、米国人職員の協力によりネイティブチェックの上、放送文を録音した CD を作

成した。この CD を各拠点に配布し、拠点ごとにアレンジの上、英語放送を行うよう対応を

依頼した。 
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4.2.2  メーリングリストの作成 

 
東日本大震災発生時、大使館等からの安否確認の対応が十分でなかったことに鑑み、機構

へ来所・滞在する外国人研究者等の受入条件に従って外国人研究者等情報の一元管理（情報

把握）、緊急時の安否確認や安全確保の体制を構築してきた。その後、更なる迅速化及び有

益な情報提供のため、茨城地区に滞在する外国人研究者等に関し機構内メーリングリスト

を作成し、随時、人事部と協力し更新を行っている。また、このメーリングリストを利用し

て、東海村の村報、イベント等（英語）を配信した。 
さらに、機構全体でのメーリングリストを作成し、随時情報を配信している。 
 

4.2.3  緊急時に備えた体制、物品の整備 

 
東日本大震災時の体験から、J-PARC センターでは、緊急時に備えて発電機やライトなど

の物資を格納した倉庫を設置した。また、東海地区における外国人研究者等専用の宿舎であ

る真砂国際寮においても委員会での議論を踏まえ、非常用の物品（水、食料、燃料等）の整

備を行った。これら非常用の物品は、賞味・使用期限の品質を確認し、維持・管理を引き続

き行っている。 
 
 

4.3  書式類、システムの英語化について 

 
 外国人研究者等や留学生の受入れ、受入後の生活、仕事において様々な手続等が必要とな

るが、そのほとんどの文書やシステムの表記が日本語であった。国際室では、受入担当組織

等の負担軽減、外国人研究者等本人が直接アクセスし、確認の上作成できるようにするため、

また外国人研究者等が円滑に研究を行っていくため、関係組織と相談し文書、システム等の

表記の英語化を進めてきている。前回の報告以降に実施した英語化について以下に示す。 
 
〇 入所時オリエンテーションに用いられる文書の英語化 

採用時に関係する書類について、生活全般の案内、給与・労務手続書類、厚生関係、

システム利用、服務規程など英語版を作成した。入所時研修資料については、未対

応であるが、今後英語化を進める。 
〇 服務管理システムの英語化 

服務管理システム（リシテア）の英語併記を行った。 
〇 外国人研究者等ポータルサイトの設置、充実 

各関係部署から情報を収集し、外国人研究者等向けイントラポータルサイトの運

用を 2012 年 10 月から開始した。機構からの重要なお知らせ、規程、マニュアル、

- 14 -

JAEA-Review 2015-025



 
 

各種サービス、宿泊所情報案内、各種申請用紙、サポートデスクの案内、役に立つ

ウェブサイトの紹介などが英語で示されている。さらに、内容を充実させるため、

随時新たな提案を募集中である。 
〇 内線電話番号検索システムの一部英語併記  

内線電話番号検索システムの英語化の強い要望に応え、総務課と相談しアルファ

ベットでの検索可能な項目に英語表記を追加した。システムプログラムを変更し

ない範囲内での対応であることから、今後はそれらを含めての英語化が望まれる。

これらは、機構イントラネットにある外国人研究者等ポータルサイトから利用で

きる。 
〇 外国出張システムの英語化 

外国出張システムの英語入力を可能とした。外国人研究者等が増えるに従い、利用

者が増加傾向にある。これに伴い、ユーザーズマニュアル、外国出張計画書新規作

成、外国出張計画書管理も英語版を作成した。また出張報告書の作成・提出も英語

で可能となった。システムの英語化のほかに、旅費規程等利用頻度の高い関連資料

についても英語化を実施した。 
 
4.4  外国人研究者等へのサポート体制強化と国際交流について（茨城地区） 

 
外国人研究者等へのサポートを強化するため、国際室が管理する原科研内の居室をその

中心的拠点として 2014 年 6 月より活用を開始し、これまでに書道体験教室、日本語教室等

を開催した。 
日本の文化に触れる機会を提供することを目的として、2014 年 6 月に書道体験教室を開

催した。外国人研究者等参加者からは、忘れられない良い思い出になったとの感想が寄せら

れ、大変盛況であった。また、2014 年 7 月 4 日から原科研で日本語教室を開始した。機構

に勤務する長期（3 か月以上）外国人研究者等滞在者を対象とし、毎週金曜日の昼休みに実

施している。日本人講師は、東海村国際センターに依頼し、8 名が交代で務めており、受講

者は 9 名 3 クラス（入門、初級 I、初級 II）で実施した。なお、費用は無料である。 
この他、お互いに顔を合わせることで、外国人研究者等の悩みや考えを直接聞き、外国人

研究者等同士が会話できる場所として国際室居室を有効に活用した。例えば、家族を呼び寄

せ、一緒に東海村に居住する際に、家族にも日本語を学ばせたい等の要望に応え、日本語教

室や東海村国際センターと茨城県国際交流協会のウェブサイトなど役立つ情報を提供した。

また日本語講師や、東海村国際センターと連携し、日本の文化や習慣に関する資料を準備し

説明した。外国人研究者等からは、日本の文化、習慣に関心があり、実際に経験する機会を

望んでいるとの感想が寄せられた。 
このような要望に応えるため、2014 年 11 月、「組織横断的な業務改善活動」の一環とし

て「語学交流と文化紹介による国際交流」（Culture Exchange Working Group）を立ち上
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げた。 
本 WG の目的は、語学交流及び文化紹介を通して、外国人研究者等と日本人相互のコミ

ュニケーション強化を図る契機とし、より深く互いの考えや文化を理解し、更なる国際化を

促進することである。また、機構職員に対する外国語の表現力向上につながるものである。 
具体的な活動は、まず 2014 年 12 月に、日本語講師を招いての Lunch Party を開催した。

受講者以外の参加もあり、様々な日本の郷土料理を持参したことから、これら日本食に関す

る話も弾み、親睦を深めることができた。 
2015 年 1 月には、原科研主催の文化祭で華道教室を開催し、生け花を展示した。機構華

道部メンバー4 名、東海村国際センター講師 2 名の協力の下に、8 名の外国人研究者等（男

性 4 名、女性 4 名）が初めての活け込みに熱心に挑戦した。受講者からは、草月流、小原流

の流派に関係なく自由な発想で生け花を展示できたことは、とても楽しく、大変良い経験に

なったとの感謝の辞が本教室に寄せられた。また講師陣や WG メンバーも共に楽しい時間

を持つことができ、成功裏に終了した。 
2 月には、J-PARC センターの国際会議期間中、東海村国際センター講師 2 名の協力によ

り J-PARC センターと共同で書道体験教室を開催した。11 か国 32 名の参加者が好きな漢

字を練習し、色紙に清書した。納得がいくまで何度も練習し、初めてとは思えないような立

派な作品や、味のある作品を作り上げるなど思い思いに素晴らしい体験をすることができ

た。3 月には百人一首体験教室を外国人研究者等 2 名と日本人 9 名の参加の下で開催した。

和歌の仕組み、意味や決まりを確認し、競技かるたとしても体験することができ、楽しく交

流することができた。 
機構職員に対する外国語の語学交流については、昼休み、あるいは勤務時間外に「語学教

室」を開くことを計画し、原科研に勤務している外国人研究者等を講師として受講希望者を

募集した。英語は、希望者多数のため、3 名の講師（核不拡散・核セキュリティ総合支援セ

ンターリサーチフェロー、量子ビーム応用研究センター職員、総合科学研究機構東海事業セ

ンター（CROSS Tokai）職員）で、初級、中級、上級の 3 つのレベルで 5 クラス（計 21 名）

とし、初級、中級は、2 クラスに分け、昼休み隔週の開催とした。中国語は、1 名の講師（安

全研究センター博士研究員）で、昼休みに 5 名が受講、フランス語は、1 名の講師（先端基

礎研究センター特定課題推進員）で、2 つのレベルで昼休み隔週で 13 名が受講、イタリア

語は、勤務時間外に、1 名の講師（先端基礎研究センター職員）で、8 名が受講、ロシア語

は、1 名の講師（J-PARC センター任期付研究員）で、2 クラスで 6 名受講となった。その

他、インドネシア語やタイ語についても受講希望があるため、今後検討することとした。 
 
4.5  関係自治体との連携強化について（青森地区及び茨城地区） 

 
 国際拠点化の一つに、機構及び外国人研究者等と関係自治体との連帯強化が挙げられる。

機構では、平常時からの地域活動への参画が緊急時等のより円滑な情報交換を図るものと
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考えている。青森研で行っている六ヶ所村異文化交流フェア支援、産業祭支援、田植え、稲

刈り体験、もちつき大会参加支援などがある。また、東海村中丸小学校が毎年行っている国

際交流集会は、外国の衣食住の話を通して、児童に他国の文化に興味を持たせること、また、

英語学習特区として、英語を聞いたり、話したりすることを通じ英語でのコミュニケーショ

ン能力を身に付けることを目的に開催している。機構は、ボランティア活動を基本として、

2013 年には外国人研究者等を講師として 8 名と日本スタッフ 3 名、2014 年には 11 名の外

国人研究者等と 8 名の日本人スタッフを派遣した。それぞれの国の文化、食事等の紹介は、

子供たちに大変好評であるが、外国人研究者等講師も限られているため毎年同じ研究者が

対応したり、身分によって参加できなかったりと人選に苦労している。近年は、J-PARC セ

ンター外国人研究者等ユーザーの協力や日本人の通訳を付けることで対応した。また、東海

村キッズサロンや那珂市国際交流協会の多文化共生セミナーに外国人研究者等を講師とし

て派遣した。 
なお、日本語教室や文化交流（生け花、書道）の講師として、東海村国際センターの協力

を頂いた。 
そして、東海村では「TOKAI 原子力サイエンスタウン構想」と協調して「国際化推進事

務連絡会」を開催している。機構からも本連絡会へ参加し、宿泊施設に関するニーズやホテ

ルの誘致、移動手段の改善等、東海村と連携し国際化を進めている。また東海村と協力して、

成田空港と茨城県内を結ぶ高速バス、ローズライナーの機構原科研前停車を要望する嘆願

書を運行会社に提出した。 
 

5.  おわりに 

 
本報告書は、2013 年度から 2014 年度の 2 年間のローカルチームの活動実績をまとめた

ものである。予算・人員が特別に充当されていない状況で、可能な範囲で外国人研究者等の

受入れ環境の整備を行った。 
2015 年度から第 3 期中長期目標・計画に基づいて業務を進めていくが、この目標・計画

では研究開発成果を最大化することとされている。研究成果を最大化するという目的を達

成するための一方策が国際拠点化と言えよう。研究開発部門において、研究開発成果の最大

化のために、外国人研究者等の受入れが必要であるならば、戦略的に行っていく必要がある。 
2016 年度には、事業移管が予定されており、高崎研、関西研、青森研、那珂核融合研究

所（那珂研）は国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構に移管される。他方、福島研究

開発部門や敦賀事業本部においては、今後、国際的に研究を進めていくとされている。した

がって、機構としては、引き続き国際拠点化に向けローカルチームを中心とした活動は必要

となろう。 
機構が名実ともに「国際化」されるためには、機構職員自らが、世界を意識して活動し、

研究成果、施設情報や受入れ体制の整備状況を魅力ある形で世界に発信し、優秀な外国人研
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究者等の受入環境を更に整備することが求められる。 
国際拠点化推進委員会は一定の役割を果たしたので 2014 年度をもって廃止するが、拠点

においては引き続き、拠点の置かれた環境等に根差した更なる外国人研究者等の受入れ環

境の整備を行っていくことを望むところである。 
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付　録

氏名(Name) 職位(Job Title)

池田　要 特別研究員

Kaname Ikeda Scientific Counselor 

池田　裕二郎 J－PARCセンター長

Yujiro Ikeda Director, J-PARC Center 

内海　渉 関西光科学研究所長

Wataru Utsumi Director General, Kansai Photon Science Institute

及川　哲邦 国際室長

Tetsukuni Oikawa　 Director, Office of International Affairs

岡嶋　成晃
原子力基礎工学研究センター長(兼原子力エネルギー基盤連
携センター長)

Shigeaki Okajima
Director General, Nuclear Science and Engineering Center
(doubled as Director General, Nuclear Engineering Research
Collaboration Center)

岡田　漱平 特別顧問

Sohei Okada Special Adviser to the President

小川　徹 原子力基礎工学研究部門長

Toru Ogawa
Director General, Nuclear Science and Engineering
Directorate

小川　益郎 原子力水素・熱利用研究センター長

Masuro Ogawa
Director, Nuclear Hydrogen and Heat Application
Research Center

荻野　伸明 青森研究開発センター所長

Nobuaki Ogino 
Director General, Aomori Research and
Development Center

加倉井　和久 量子ビーム応用研究センター特任参与

Kazuhisa Kakurai Senior Consultant, Quantum Beam Science Center

河村　弘 大洗研究センター副所長

Hiroshi Kawamura
Deputy Director General, Oarai Research and
Development Center

國富　一彦 原子力水素・熱利用研究センター長

Kazuhiko Kunitomi
Director General, Nuclear Hydrogen and Heat Application
Research Center

佐久間　実 広報部長

Minoru Sakuma Director, Public Relations Department

参考資料１　国際拠点化推進委員会委員名簿

任期(Term)

委員 Member（2012.4～2015.3）

委員 Member（2015.2～2015.3）

委員 Member（2013.4～2015.3）

委員 Member（2014.5～2015.3）

委員 Member（2011.1～2012.3）

委員長 Chairman
（2011.1～2012.3）

委員 Member（2012.4～2013.3）

委員 Member（2011.1～2014.3）

委員 Member（2012.4～2012.9）

委員 Member(2012.4～2015.3）

委員 Member（2011.1～2013.3）

委員 Member（2015.5～2015.3）

委員 Member（2011.1～2012.3）

委員 Member（2011.1～2011.3）
（2013.10～2014.3）
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氏名(Name) 職位(Job Title)

佐藤　一彦 東海研究開発センター長代理

Kazuhiko Sato
Deputy Director, Tokai Research and Development
Center

庄子　邦明 青森研究開発センター所長

Kuniaki Shoji
Director General, Aomori Research and
Development Center

杉本　純 原子力人材育成センター長

Jun Sugimoto Director, Nuclear Human Resource Development Center

鈴木　侃 青森研究開発センター所長

Tsuyoshi Suzuki 
Director General, Aomori Research and
Development Center

関野　英夫 敦賀事業本部国際産学連携センター長

Hideo　Sekino
Director, Center for International Cooperation and Industry
Academia Partnership, Tsuruga Head Office

瀬戸口　啓一 広報部長

Keiichi Setoguchi Director, Public Relations Department

千崎　雅生 核不拡散・核セキュリティ総合支援センター長

Masao Senzaki 
Director, Integrated Support Center for Nuclear
Nonproliferation and Nuclear Security

田那部　俊勝 東海研究開発センター長代理

Toshikatsu Tanabe
Deputy Director, Tokai Research and Development
Center

出沼　節男 人事部長

Setsuo Denuma Director, Personnel Department

茅野　政道 原子力科学研究部門企画調整室長

Masamichi Chino 
Director, Planning and Co-ordination Office, Sector of
Nuclear Science Research

中明　勝彦 敦賀本部産学連携事業統括者

Katsuhiko Nakaaki
Senior Officer, Collaboration Project with Industries and
Universities, Tsuruga Head Office

中島　克三 大洗研究センター副所長

Katsumi　Nakajima Deputy Director , Oarai Research and Development Center

南波　秀樹 理事

Hideki Namba Executive Director

永宮　正治 J－PARCセンター長

Shoji Nagamiya Director, J-PARC Center 

二宮　博正 那珂核融合研究所長

Hiromasa Ninomiya Director General, Naka Fusion Institute

委員 Member（2011.4～2013.3）

委員 Member（2013.1～2015.3）

委員 Member（2015.2～2015.3）

委員 Member（2011.1～2011.9）

委員 Member（2011.1～2012.3）

任期(Term)

委員 Member（2014.5～2015.3）

委員 Member（2011.1～2014.3）

委員 Member（2013.10～2014.3）

委員 Member（2012.4～2014.9）

委員 Member（2011.4～2013.3）

委員 Member（2013.10～2015.3）

委員 Member（2011.1～2011.3）

委員 Member（2011.1～2012.3）
委員長 Chairman
（2012.4～2015.3）

委員 Member（2011.1～2012.3）

委員 Member（2011.1～2012.3）
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氏名(Name) 職位(Job Title)

根本　伸一郎 人事部長

Shinichiro Nemoto Director, Personnel Department

橋本　和一郎 国際部長

Kazuichiro Hashimoto Director, International Affairs Department

藤井　文人 東濃地科学センター所長

Fumito Fujii Director General, Tono Geoscience Center 

ポール・ボルトン 量子ビーム応用研究センター副センター長

Paul Bolton Deputy Director General, Quantum Beam Science Center

前川　禎通 先端基礎研究センター長

Sadamichi Maekawa Director, Advanced Science Research Center

湊　　和生 原子力科学研究所副所長

Kazuo Minato Deputy Director General, Nuclear Science Research Institute

峯尾　英章 事業計画統括部部長

Hideaki Mineo Director, R&D Program Management Department

村上　博幸 原子力人材育成センター長

Hiroyuki Murakami Director, Nuclear Human Resource Development Center

持地　敏郎 核不拡散・核セキュリティ総合支援センター長

Toshiro Mochiji
Director, Integrated Support Center for Nuclear
Nonproliferation and Nuclear Security

森　雅博 那珂核融合研究所長

Masahiro Mori Director General, Naka Fusion Institute

山下　清信 原子力人材育成センター長

Kiyonobu Yamashita Director, Nuclear Human Resource Development Center

吉川　隆志
敦賀本部産学連携事業統括者(兼敦賀本部国際原子力情報・
研修センター長)

Takashi Yoshikawa

Senior Supervisor, Collaboration Project with Industries and
Universities, Tsuruga Head Office (doubled as Director,
International Nuclear Information and Training  Center,
Tsuruga Head Office)

吉田　東雄 東濃地科学センター所長

Azumao Yoshida Director General, Tono Geoscience Center 

委員 Member（2013.10～2015.3）

委員 Member（2011.10～2013.3）

委員 Member（2011.1～2014.9）

委員 Member（2011.4～2015.3）

委員 Member（2015.2～2015.3）

委員 Member（2011.1～2011.9）

任期(Term)

委員 Member（2011.10～2014.9）

委員 Member（2011.1～2011.9）

委員 Member（2013.10～2015.3）

委員 Member（2013.4～2015.3）

委員 Member（2014.5～2015.3）

委員 Member（2011.10～2013.3）

委員 Member（2012.4～2015.3）

※委員長、委員は当時の職名
※ Chairman and member's job titles were assigned when they were the members of JII.

- 22 -

JAEA-Review 2015-025



氏名(Name) 職位(Job Title)

高橋　哲夫 国際室　次長

Tetｓuo Takahashi Deputy Director, Office of International Affairs

笹島　栄夫 国際室　技術主幹

Hideo Sasajima Principal Engineer, Office of International Affairs

星野　淳子 国際室　副主幹

Junko Hoshino Assistant Manager, Office of International Affairs 

【事務局　Secretariats】
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検
討

外
部

発
表

票
シ

ス
テ

ム
研

究
技

術
情

報
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
服

務
管

理
シ

ス
テ

ム
（
リ

シ
テ

ア
）

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
超

勤
管

理
の

手
引

き
人

事
部

労
政

課
一

部
対

応
済

み
（
原

科
研

）
旅

費
規

程
（
関

係
通

達
等

を
含

む
）

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
優

先
的

に
検

討
旅

費
支

給
の

手
引

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
優

先
的

に
検

討
出

張
命

令
書

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
旅

費
支

給
通

知
書

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
外

勤
旅

費
請

求
書

（
外

勤
命

令
・
旅

費
請

求
書

）
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
外

国
出

張
シ

ス
テ

ム
国

際
部

、
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
外

国
出

張
旅

費
支

給
の

手
引

人
事

部
対

応
中

海
外

療
養

費
支

給
申

請
書

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
公

用
マ

イ
レ

ー
ジ

カ
ー

ド
不

作
成

の
理

由
等

に
つ

い
て

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
タ

ク
シ

ー
利

用
請

求
書

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
給

与
明

細
配

信
手

続
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
優

先
的

に
検

討
退

職
所

得
申

告
書

(記
入

例
)

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
優

先
的

に
検

討
家

族
関

係
事

項
変

更
届

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
改

姓
名

届
人

事
部

未
対

応
(使

用
の

可
能

性
な

し
）

旧
姓

使
用

（
開

始
・
中

止
届

）
人

事
部

未
対

応
(使

用
の

可
能

性
な

し
）

健
康

保
険

被
保

険
者

被
保

険
者

・
被

扶
養

者
　

氏
名

・
生

年
月

日
・
続

柄
変

更
（
訂

正
）
届

人
事

部
未

対
応

(使
用

の
可

能
性

な
し

）

異
動

時
等

に
お

け
る

貸
与

物
返

却
等

に
関

す
る

注
意

事
項

人
事

部
引

越
見

積
依

頼
書

人
事

部
引

越
見

積
チ

ェ
ッ

ク
表

人
事

部
引

越
完

了
報

告
書

・
移

転
料

精
算

請
求

書
人

事
部

赴
任

旅
費

請
求

書
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
育

児
休

業
申

出
書

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
育

児
休

業
等

対
象

児
出

生
届

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
育

児
休

業
取

得
者

終
了

届
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
育

児
の

た
め

の
所

定
外

勤
務

（
時

間
外

勤
務

・
休

日
労

働
）

免
除

申
請

書
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）

育
児

・
介

護
の

た
め

の
所

定
外

勤
務

（
時

間
外

勤
務

・
休

日
労

働
）
制

限
申

請
書

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）

育
児

休
業

取
得

に
伴

う
社

会
保

険
手

続
（
説

明
資

料
）

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
外

部
講

習
会

等
申

込
書

・
参

加
報

告
書

人
事

部
未

対
応

（
必

要
性

、
頻

度
に

応
じ

て
対

応
）

時
間

外
労

働
又

は
休

日
労

働
の

（
免

除
・
制

限
）
申

請
書

人
事

部
未

対
応

（
必

要
性

、
頻

度
に

応
じ

て
対

応
）

管
理

区
域

入
退

記
録

シ
ス

テ
ム

利
用

登
録

書
人

事
部

現
在

使
用

し
て

い
な

い
、

近
々

イ
ン

ト
ラ

よ
り

削
除

退
所

事
務

処
理

票
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
食

堂
の

利
用

申
請

各
拠

点
厚

生
担

当
部

署
一

部
済

み
（
原

科
研

）
優

先
的

に
検

討

食
堂

の
メ

ニ
ュ

ー
各

拠
点

厚
生

担
当

部
署

対
応

済
み

（
外

国
人

駐
在

拠
点

に
は

英
語

版
あ

り
、

豚
肉

等
使

用
時

の
表

示
あ

り
）

パ
ソ

コ
ン

等
デ

ー
タ

消
去

確
認

書
シ

ス
テ

ム
計

算
科

学
セ

ン
タ

ー
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
優

先
的

に
検

討
W

e
b
m

ai
lロ

グ
イ

ン
シ

ス
テ

ム
計

算
科

学
セ

ン
タ

ー
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
パ

ソ
コ

ン
等

物
品

持
出

し
申

請
書

シ
ス

テ
ム

計
算

科
学

セ
ン

タ
ー

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
優

先
的

に
検

討
ア

ク
セ

ス
許

可
申

請
書

シ
ス

テ
ム

計
算

科
学

セ
ン

タ
ー

シ
ス

テ
ム

の
変

更
に

合
わ

せ
て

作
成

中
優

先
的

に
検

討
発

明
届

産
学

連
携

部
未

対
応

（
必

要
性

、
頻

度
に

応
じ

て
対

応
）

科
学

研
究

費
補

助
金

（
科

研
費

）
申

請
産

学
連

携
部

一
部

対
応

済
み

（
英

語
で

も
可

能
な

フ
ォ

ー
ム

の
み

対
応

）

人
事

評
価

規
程

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
優

先
的

に
検

討
人

事
評

価
表

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
優

先
的

に
検

討
人

事
評

価
マ

ニ
ュ

ア
ル

人
事

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
優

先
的

に
検

討
利

用
カ

ー
ド

申
請

研
究

技
術

情
報

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
所

蔵
図

書
検

索
研

究
技

術
情

報
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
E
ジ

ャ
ー

ナ
ル

検
索

研
究

技
術

情
報

部
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
E
ブ

ッ
ク

ス
検

索
研

究
技

術
情

報
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
大

型
計

算
機

利
用

申
請

シ
ス

テ
ム

計
算

科
学

セ
ン

タ
ー

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
ゲ

ス
ト

ネ
ッ

ト
利

用
申

請
シ

ス
テ

ム
計

算
科

学
セ

ン
タ

ー
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）

G
L
O

V
IA

（
契

約
請

求
票

、
予

算
使

用
票

）
財

務
部

未
対

応
（
必

要
性

、
経

済
性

、
頻

度
に

応
じ

て
対

応
）

外
国

送
金

依
頼

書
財

務
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
輸

出
管

理
輸

出
管

理
ガ

イ
ダ

ン
ス

国
際

部
対

応
中

教
育

E
-
ラ

ー
ニ

ン
グ

各
所

掌
部

署
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
従

業
員

向
け

資
料

『
原

子
力

機
構

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
』

法
務

室
対

応
済

み
（
英

語
版

あ
り

）
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
ケ

ー
ス

ブ
ッ

ク
法

務
室

未
対

応
（
必

要
性

、
経

済
性

、
頻

度
に

応
じ

て
対

応
）

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

法
務

室
未

対
応

（
必

要
性

、
経

済
性

、
頻

度
に

応
じ

て
対

応
）

セ
ク

ハ
ラ

・
パ

ワ
ハ

ラ
防

止
指

針
人

事
部

対
応

済
み

（
英

語
版

あ
り

）
そ

の
他

拠
点

規
程

集
各

拠
点

文
書

担
当

部
署

一
部

対
応

済
み

給
与

・
労

務
手

続

【
参

考
資

料
2
】
原

子
力

機
構

内
に

お
け

る
英

語
化

の
対

応
状

況
（
M

ar
c
h
, 
2
0
1
5
）

採
用

厚
生

シ
ス

テ
ム

利
用

(１
)採

用
前

に
関

係
す

る
書

類
、

ツ
ー

ル

生
活

全
般

採
用

時
の

引
越

費
用

は
定

額
の

た
め

使
用

し
な

い
、

今
後

異
動

が
あ

る
よ

う
で

あ
れ

ば
検

討
す

る
。

※
本

表
は

、
研

究
者

が
必

要
と

す
る

書
類

、
シ

ス
テ

ム
ツ

ー
ル

を
想

定
し

て
リ

ス
ト

化
し

た
も

の
で

あ
る

。
※

書
類

、
シ

ス
テ

ム
ツ

ー
ル

外
の

メ
ー

ル
に

よ
り

各
自

へ
届

く
各

種
案

内
・
周

知
は

こ
の

中
に

は
含

ん
で

い
な

い
。

※
未

対
応

に
つ

い
て

は
、

必
要

性
、

経
済

性
、

頻
度

に
応

じ
て

適
宜

対
応

す
る

。

給
与

・
労

務
手

続

図
書

館
利

用

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

知
的

財
産

管
理

人
事

評
価

服
務

管
理

厚
生

（
２

）
採

用
時

に
関

係
す

る
書

類
、

ツ
ー

ル

給
与

諸
手

続
全

般

出
張

服
務

管
理

計
算

機
利

用

情
報

管
理

財
務

・
経

理
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優
先

度
A

優
先

度
B

優
先

度
C

【
分

野
】

N
o

【
現

状
】

【
背

景
・
要

因
】

【
実

施
主

体
】

【
具

体
的

施
策

】
【
優

先
度

】
備

考
現

在
の

取
り

組
み

状
況

今
後

の
取

り
組

み
予

定
、

課
題

拠
点

緊
急

時
の

構
内

ア
ナ

ウ
ン

ス
が

英
語

化
対

応
（
停

電
時

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

対
応

も
含

む
）

A
非

常
時

ア
ナ

ウ
ン

ス
の

定
型

文
作

成
作

成
、

録
音

Ｃ
Ｄ

を
機

構
内

に
展

開

安
全

統
括

部
緊

急
地

震
速

報
の

英
語

化
対

応
A

安
全

統
括

部
に

聞
き

取
り

調
査

済
み

。
現

在
、

機
構

が
採

用
し

て
い

る
緊

急
地

震
速

報
の

英
語

版
は

発
売

さ
れ

て
い

な
い

。
構

内
放

送
に

て
適

宜
フ

ォ
ロ

ー
を

す
る

事
を

検
討

。

2
緊

急
時

（
災

害
、

事
故

等
）
に

お
け

る
国

際
寮

の
サ

ポ
ー

ト
体

制
が

な
い

。
拠

点
、

国
際

部
緊

急
時

の
国

際
寮

等
に

お
け

る
安

否
確

認
体

制
の

整
備

A
N

o
.8

　
の

研
究

者
の

一
元

管
理

の
問

題
と

と
も

に
取

り
組

む
こ

と
が

必
要

。

3
緊

急
時

（
災

害
、

事
故

等
）
の

対
応

物
品

の
備

蓄
が

な
い

。
拠

点
緊

急
時

に
備

え
た

物
品

の
整

備
A

【
東

海
】
国

際
部

、
東

海
に

て
真

砂
国

際
寮

の
非

常
用

物
品

を
整

備
済

み
。

非
常

食
は

賞
味

期
限

を
確

認
。

東
海

に
て

整
備

し
た

物
品

を
参

考
に

、
各

ロ
ー

カ
ル

チ
ー

ム
に

て
検

討
す

べ
き

内
容

と
し

て
整

理
。

国
際

部
、

人
事

部
入

所
時

に
お

け
る

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
資

料
の

英
語

化
A

実
施

済
み

。
英

語
版

イ
ン

ト
ラ

ポ
ー

タ
ブ

ル
サ

イ
ト

に
て

掲
載

済
み

。
（
課

題
）
内

容
が

改
訂

さ
れ

た
場

合
の

迅
速

な
対

応
。

拠
点

サ
イ

ト
内

地
図

・
寮

な
ど

の
資

料
の

英
語

化
（
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
上

の
留

意
点

と
の

考
慮

が
必

要
）

A

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

上
の

理
由

な
ど

も
あ

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

各
拠

点
に

て
ど

こ
ま

で
情

報
を

出
せ

る
か

検
討

し
て

い
た

だ
く
こ

と
が

必
要

。

各
ロ

ー
カ

ル
チ

ー
ム

で
検

討
す

べ
き

内
容

と
し

て
整

理
。

各
ロ

ー
カ

ル
チ

ー
ム

に
て

検
討

。

人
員

把
握

5
外

国
人

研
究

者
数

が
一

元
的

に
管

理
・
把

握
で

き
て

い
な

い
。

人
事

部
、

国
際

部
、

各
施

設
毎

に
情

報
が

分
散

し
て

お
り

、
情

報
管

理
の

体
制

が
出

来
て

い
な

い
。

（
個

人
情

報
保

護
上

の
制

限
）

国
際

部
、

人
事

部
外

国
人

研
究

者
情

報
の

一
元

管
理

方
法

の
検

討
A

管
理

範
囲

（
身

分
、

期
間

）
、

管
理

方
法

な
ど

の
ル

ー
ル

を
決

め
た

上
で

管
理

す
る

こ
と

が
必

要
。

運
用

中
。

ニ
ー

ズ
抽

出
6

外
国

人
か

ら
の

ニ
ー

ズ
を

抽
出

す
る

窓
口

が
な

い
。

国
際

部
窓

口
の

周
知

不
足

。
サ

イ
ト

内
窓

口
（
ロ

ー
カ

ル
チ

ー
ム

）
の

未
設

置
。

拠
点

国
際

部
相

談
窓

口
の

周
知

強
化

（
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

資
料

と
と

も
に

配
布

、
イ

ン
ト

ラ
の

整
備

）
。

サ
イ

ト
毎

の
相

談
窓

口
の

設
置

（
対

応
部

署
と

の
橋

渡
し

役
）
。

A
原

科
研

居
室

、
各

掲
示

板
に

貼
り

出
す

な
ど

の
地

道
な

取
り

組
み

が
必

要
。

英
語

版
イ

ン
ト

ラ
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

に
相

談
窓

口
の

情
報

を
掲

載
。

サ
イ

ト
毎

の
相

談
窓

口
に

つ
い

て
は

、
ロ

ー
カ

ル
チ

ー
ム

に
て

検
討

す
べ

き
内

容
と

し
て

整
理

。

家
族

の
就

労
7

多
く

の
研

究
者

は
、

そ
の

配
偶

者
が

日
本

で
就

労
す

る
こ

と
は

困
難

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

長
期

滞
在

す
る

際
の

障
害

と
な

っ
て

い
る

。

言
葉

の
壁

、
ビ

ザ
取

得
（
就

労
ビ

ザ
）
の

問
題

。
就

職
あ

っ
せ

ん
制

度
が

な
い

。

自
治

体
、

国
自

治
体

へ
の

働
き

か
け

（
就

職
サ

ポ
ー

ト
）

A

8
自

治
体

自
治

体
へ

の
働

き
か

け
（
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

ス
ク

ー
ル

の
誘

致
）

A

9
国

際
部

研
究

者
の

子
弟

帯
同

状
況

、
子

弟
教

育
に

対
す

る
ニ

ー
ズ

調
査

（
自

治
体

へ
の

働
き

か
け

の
材

料
と

す
る

）
A

宿
舎

1
0

家
族

で
来

日
し

て
い

る
研

究
者

は
宿

舎
の

問
題

が
あ

る
た

め
、

単
身

で
来

日
せ

ざ
る

を
え

な
い

ケ
ー

ス
が

あ
る

。

機
構

の
宿

舎
が

少
な

い
。

外
国

人
受

入
れ

の
ホ

テ
ル

が
な

い
。

自
治

体
自

治
体

へ
の

働
き

か
け

（
ホ

テ
ル

の
誘

致
）

A
【
東

海
】
東

海
村

国
際

化
推

進
事

務
連

絡
会

に
て

検
討

を
実

施
。

　
　

　
　

※
機

構
内

(J
-
P

A
R

C
ユ

ー
ザ

ー
を

含
む

）
の

状
況

調
査

済
み

。
【
東

海
】
今

後
も

検
討

を
継

続
。

研
究

環
境

1
1

Ｃ
Ｅ

Ｒ
Ｎ

で
は

ネ
ッ

ト
会

議
や

研
究

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

、
物

品
調

達
シ

ス
テ

ム
な

ど
の

整
備

を
、

外
注

で
は

な
く

C
E
R

N
の

デ
ザ

イ
ナ

ー
が

統
一

的
に

シ
ス

テ
ム

構
築

を
行

っ
て

い
る

が
、

機
構

に
は

そ
の

機
能

が
な

い
。

体
系

化
さ

れ
た

シ
ス

テ
ム

構
築

、
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ナ
ー

の
育

成
が

行
わ

れ
て

い
な

い
。

計
算

セ
ン

タ
ー

各
シ

ス
テ

ム
の

統
合

、
シ

ス
テ

ム
デ

ザ
イ

ナ
ー

の
育

成
C

1
2

英
語

表
示

は
お

か
し

な
英

語
に

な
ら

な
い

よ
う

注
意

が
必

要
ネ

イ
テ

ィ
ブ

チ
ェ

ッ
ク

が
で

き
る

部
署

が
な

い
。

各
部

署
、

国
際

部
翻

訳
チ

ー
ム

が
な

い
。

B

C
⇒

B
　

構
内

標
記

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
も

含
め

で
き

る
と

こ
ろ

か
ら

や
れ

ば
、

あ
る

程
度

は
で

き
る

は
ず

。

1
3

就
業

規
程

等
の

英
文

が
提

供
さ

れ
て

い
な

い
。

翻
訳

チ
ー

ム
が

な
い

。
各

部
署

、
国

際
部

書
類

・
ツ

ー
ル

等
の

英
訳

（
優

先
度

の
高

い
も

の
か

ら
実

施
）

A
一

部
対

応
済

み
〔
原

子
力

機
構

内
に

お
け

る
英

語
化

の
対

応
状

況
（
参

考
資

料
2
）
を

参
照

〕
必

要
性

を
考

慮
し

順
次

各
部

署
へ

依
頼

。

1
4

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
、

電
話

番
号

の
検

索
シ

ス
テ

ム
の

英
語

バ
ー

ジ
ョ

ン
が

提
供

さ
れ

て
い

な
い

。
翻

訳
チ

ー
ム

が
な

い
。

総
務

部
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

、
内

線
番

号
検

索
シ

ス
テ

ム
の

バ
イ

リ
ン

ガ
ル

化
C

電
話

番
号

検
索

シ
ス

テ
ム

の
一

部
バ

イ
リ

ン
ガ

ル
化

〔
原

子
力

機
構

内
に

お
け

る
英

語
化

の
対

応
状

況
（
参

考
資

料
2
）
を

参
照

〕

1
5

服
務

管
理

シ
ス

テ
ム

の
英

語
バ

ー
ジ

ョ
ン

が
提

供
さ

れ
て

い
な

い
。

翻
訳

チ
ー

ム
が

な
い

。
労

務
部

マ
ニ

ュ
ア

ル
若

し
く
は

記
入

例
の

英
語

化
B

シ
ス

テ
ム

全
体

の
改

良
は

難
し

い
こ

と
か

ら
、

記
入

例
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
英

語
化

で
対

応
。

服
務

管
理

シ
ス

テ
ム

を
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
し

、
日

英
併

記
に

て
運

用
済

み
。

〔
原

子
力

機
構

内
に

お
け

る
英

語
化

の
対

応
状

況
（
参

考
資

料
2
）

を
参

照
〕

一
部

併
記

未
対

応
な

箇
所

及
び

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
英

訳
に

つ
い

て
は

、
今

後
順

次
対

応
予

定
（
課

題
）
内

容
が

改
訂

さ
れ

た
場

合
の

迅
速

な
対

応
。

最
寄

り
駅

か
ら

の
公

共
交

通
機

関
が

な
い

。
（
交

通
機

関
が

あ
る

場
合

で
も

、
運

用
本

数
が

極
端

に
少

な
い

）

自
治

体
自

治
体

へ
の

働
き

か
け

（
公

共
交

通
手

段
の

検
討

）
A

【
東

海
】
Ｈ

2
7
.4

.1
か

ら
路

線
バ

ス
運

行
開

始
。

自
治

体
自

治
体

へ
の

働
き

か
け

（
送

迎
シ

ス
テ

ム
の

検
討

）
A

【
東

海
】
Ｈ

2
7
.4

.1
か

ら
路

線
バ

ス
運

行
開

始
。

拠
点

公
用

車
、

レ
ン

タ
カ

ー
の

増
強

B

医
療

1
7

英
語

対
応

可
能

な
病

院
が

ど
こ

に
あ

る
か

分
か

ら
な

い
。

情
報

入
手

の
手

段
が

分
か

ら
な

い
。

国
際

部
、

拠
点

イ
ン

ト
ラ

等
で

の
情

報
提

供
A

英
語

版
イ

ン
ト

ラ
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

に
英

語
対

応
可

能
な

医
療

機
関

の
情

報
サ

イ
ト

へ
の

リ
ン

ク
を

掲
載

。
【
青

森
】
地

域
に

英
語

対
応

可
能

な
医

療
機

関
が

な
い

こ
と

か
ら

、
ロ

ー
カ

ル
チ

ー
ム

が
診

療
等

を
サ

ポ
ー

ト
。

国
際

部
と

各
地

域
の

ロ
ー

カ
ル

チ
ー

ム
が

連
携

し
、

各
地

域
の

情
報

の
更

な
る

把
握

に
努

め
、

提
供

で
き

る
よ

う
に

検
討

。

荷
物

の
発

送
支

援
1
8

日
本

で
の

研
究

を
始

め
る

時
と

研
究

が
終

わ
る

時
の

荷
物

の
配

送
に

は
、

大
変

な
時

間
が

か
か

る
。

（
特

に
、

税
関

対
応

）
。

Ｃ
Ｅ

Ｒ
N

で
は

、
こ

れ
を

常
設

の
配

送
部

門
で

行
い

、
自

宅
や

宿
舎

で
荷

物
を

受
け

取
る

引
越

し
業

者
を

手
配

し
、

引
越

し
先

へ
の

配
送

の
全

て
を

手
配

し
て

い
る

が
、

機
構

に
は

こ
の

よ
う

な
サ

ー
ビ

ス
が

な
い

。

来
日

か
ら

離
日

ま
で

一
貫

し
て

ケ
ア

す
る

仕
組

み
が

な
い

。

J
-
P

A
R

C
、

拠
点

、
国

際
部

受
入

れ
フ

ロ
ー

の
見

直
し

、
多

角
的

な
受

入
れ

シ
ス

テ
ム

の
構

築
検

討
B

1
9

機
構

で
は

会
議

費
使

用
に

制
限

が
多

く
、

レ
セ

プ
シ

ョ
ン

開
催

が
難

し
い

。

会
議

費
の

制
限

が
厳

し
い

。
（
公

的
資

金
使

用
の

制
限

）

国
際

部
、

総
務

部
会

議
費

使
用

制
限

の
緩

和
検

討
B

2
0

海
外

で
は

、
研

修
機

関
が

企
画

し
、

週
末

に
観

光
地

を
案

内
す

る
な

ど
の

行
事

が
行

わ
れ

る
こ

と
が

多
い

が
、

機
構

の
研

修
で

は
実

施
し

て
い

な
い

。

費
用

が
負

担
で

き
な

い
。

対
応

者
が

確
保

で
き

な
い

。
自

治
体

自
治

体
へ

の
働

き
か

け
（
国

際
交

流
協

会
等

へ
の

サ
ポ

ー
ト

依
頼

）
A

【
東

海
】
東

海
村

国
際

化
推

進
事

務
連

絡
会

に
て

検
討

を
実

施
。

　
　

　
　

※
機

構
内

(J
-
P

A
R

C
ユ

ー
ザ

ー
を

含
む

）
の

状
況

調
査

済
み

。
【
東

海
】
今

後
も

検
討

を
継

続
。

2
1

ス
カ

イ
プ

を
使

っ
て

海
外

の
客

員
研

究
員

と
T
V

会
議

を
行

い
た

い
が

、
ス

カ
イ

プ
の

イ
ン

ス
ト

ー
ル

が
禁

止
さ

れ
て

い
る

。

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

の
制

限
緩

和
、

代
替

手
段

の
検

討
・
各

部
署

へ
の

提
案

B
必

要
に

応
じ

適
宜

利
用

可
。

（
課

題
）
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ル

ー
ル

の
遵

守
。

2
2

外
国

人
招

へ
い

者
が

所
属

機
関

と
の

ス
ム

ー
ズ

な
連

絡
が

行
え

な
い

。

通
信

が
行

え
る

よ
う

に
す

べ
く
、

機
構

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

レ
ベ

ル
を

調
整

で
き

る
よ

う
に

改
善

C
外

部
ユ

ー
ザ

ー
向

け
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
シ

ス
テ

ム
（
ゲ

ス
ト

ネ
ッ

ト
）
を

推
奨

。

課
題

に
つ

い
て

解
決

策
を

検
討

。
（
課

題
）

①
居

室
の

プ
リ

ン
タ

ー
等

周
辺

機
器

が
使

え
な

い
。

②
イ

ン
ト

ラ
掲

載
の

ジ
ャ

ー
ナ

ル
等

が
読

め
な

い
。

③
イ

ン
ト

ラ
を

介
在

し
た

計
算

機
の

利
用

が
で

き
な

い
。

④
タ

イ
ム

ア
ウ

ト
の

時
間

が
短

す
ぎ

る
。

⑤
先

方
か

ら
送

ら
れ

て
き

た
メ

ー
ル

掲
載

の
リ

ン
ク

が
見

れ
な

い
。

情
報

交
流

の
場

の
確

保
2
3

研
究

者
同

士
が

気
軽

に
情

報
交

流
を

行
え

る
場

（
カ

フ
ェ

テ
リ

ア
な

ど
）
が

な
い

。
福

利
厚

生
予

算
の

欠
乏

拠
点

交
流

の
場

の
整

備
B

ス
ペ

ー
ス

を
設

置
す

る
場

所
に

つ
い

て
は

、
効

果
も

考
え

た
上

で
の

検
討

が
必

要
。

※
優

先
度

A
：緊

急
性

若
し

く
は

重
要

性
が

高
く
、

且
つ

障
壁

（
例

：
経

済
的

負
担

、
人

的
・
時

間
的

負
担

、
制

度
的

制
限

）
が

比
較

的
低

い
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

優
先

的
に

検
討

す
べ

き
課

題
。

　
 優

先
度

B
：
緊

急
性

若
し

く
は

重
要

性
が

高
い

も
の

の
、

障
壁

（
例

：
経

済
的

負
担

、
人

的
・
時

間
的

負
担

、
制

度
的

制
限

）
が

比
較

的
高

い
と

考
え

ら
れ

る
検

討
す

べ
き

課
題

。
　

 優
先

度
C

：
緊

急
性

若
し

く
は

重
要

性
が

比
較

的
低

く
、

障
壁

（
例

：
経

済
的

負
担

、
人

的
・
時

間
的

負
担

、
制

度
的

制
限

）
が

非
常

に
高

い
と

考
え

ら
れ

る
検

討
す

べ
き

課
題

。

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

も
と

に
、

必
要

に
応

じ
て

自
治

体
へ

働
き

か
け

。

[参
考

資
料

3
]　

国
際

拠
点

化
推

進
に

向
け

た
解

決
す

べ
き

課
題

の
取

り
組

み
状

況
に

つ
い

て
(M

a
rc

h
, 
2
0
1
5
）

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ

情
報

技
術

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

上
の

制
限

計
算

セ
ン

タ
ー

英
語

化

交
通

1
6

交
通

が
不

便

ユ
ー

ザ
ー

等
に

対
す

る
送

迎
シ

ス
テ

ム
が

な
い

。

ニ
ー

ズ
調

査
を

早
急

に
行

う
必

要
が

あ
る

。
外

国
人

へ
ニ

ー
ズ

調
査

の
た

め
、

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施
済

み
。

家
族

の
教

育
家

族
で

来
日

し
て

い
る

研
究

者
は

、
子

弟
教

育
の

問
題

が
あ

り
少

な
い

。
国

際
学

校
と

海
外

教
育

制
度

の
互

換
性

が
低

い
。

入
所

初
期

の
対

応
環

境
の

整
備

4
入

所
時

の
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

情
報

提
供

が
不

十
分

説
明

担
当

者
が

英
語

を
話

せ
な

い
。

ま
た

は
、

資
料

が
英

語
対

応
化

さ
れ

て
い

な
い

。

安
全

1
緊

急
時

（
災

害
、

事
故

等
）
の

外
国

人
に

対
す

る
情

報
提

供
が

不
十

分

外
国

人
ユ

ー
ザ

ー
等

の
増

加
を

予
測

し
て

い
な

か
っ

た
。

災
害

、
事

故
等

が
実

際
に

起
こ

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

て
い

な
い

。
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国際単位系（SI）

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60 s
時 h 1 h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10 800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648 000) rad

ヘクタール ha 1 ha=1 hm2=104m2

リットル L，l 1 L=1 l=1 dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1 t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1 eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1 Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1 u=1 Da
天 文 単 位 ua 1 ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1 メートル系カラット = 0.2 g = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1 cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー），4.184J （｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

秒ルカスパ度粘 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 s A
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 s A
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 s A
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号

面 積 平方メートル m2

体 積 立方メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 組立単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

ントーュニ力 N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン A sC
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

バーエウ束磁 Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
ンメール束光 lm cd sr(c) cd

スクル度照 lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量,
方向性線量当量, 個人線量当量

シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100 kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg １mmHg≈133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)  =10-28m22

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ シ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 =104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ エ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ａ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位

（a）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（第8版，2006年）
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